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海津市まちづくり委員会「第２回ふるさと定住促進検討分科会」会議録 
 
開 催 年 月 日  平成２１年８月２５日（火） 
開 催 場 所  海津総合福祉会館ひまわり２階「研修室」 
分科会委員定数  １４名 
開     会  午後１時３０分 
閉     会  午後３時３０分 
出  席  者  ○分科会委員 
          岐阜経済大学経済学部教授       池 永 輝 之 
          公募市民               古 川 義 弘 
          公募市民               本 多 高 洲 
          公募市民               藤 田 繁 己 
          公募市民               堀 田 義 郎 
          公募市民               坂 本 由 貴 
          公募市民               加 々 本 紘 一 
          公募市民               柴 田 タ ヨ 子 
          公募市民               伊 藤 祥 子 
          女性人材リスト登録者         安 部 晶 子 
          女性人材リスト登録者         石 川 晴 代 
 
        ○事務局 企画政策課 課長       木 村 元 康 
                〃   係長       後 藤 政 樹 
                  〃   主任       毛 利 卓 司 

 
欠  席  者  ○分科会委員 
          公募市民               村 上 碩 也 
          高須生活学校代表           加 藤 佳 余 子 

海津市自治連合会代表         諏  訪   薫 
 
会 議 次 第   １．開会 

 ２．会長あいさつ 
３．分科会スケジュールについて（資料１） 
４．グループワーク（資料２） 

テーマ：人口の流出または減少の要因について 
            目 的：分科会における研究テーマの抽出 

５．講評 
 ６．事務連絡 
 ７．閉会 
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会議録（要約） 

 

事務局 

 

 

 

会 長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池永教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

定刻になりましたので、ただいまから海津市まちづくり委員会「ふるさと定住促進検討分

科会」第２回目の会議を開催させていただきます。 

はじめに藤田会長よりあいさつをお願いします。 

 

（あいさつ） 

 

ありがとうございました。 

それでは、グループワークに移りたいと思います。 
 
【概要】 
テーマ：海津市における人口の減少または流出の要因について 

 方 法：２グループに分け、自分なりの人口減少の要因を発表し、グループ毎に問題点

や課題を整理する。（文章化する。） 

 

＜グループワーク終了 別紙参照＞ 

 

ありがとうございました。 

それでは、先ほどのグループワークを振り返りまして、アドバイザーの池永先生からご講

評をいただきたいと思います。 

 

＜講評＞ 

・ 流出の要因を洗い出すテーマであったことからマイナスの話しが多く出てきました。

しかし、マイナス部分の議論は、例えば「老後病気が心配だ」とかになると最後は海

津総合市民病院を作れという行政への要望になってしまいます。本分科会は、市民と

行政との協働、一緒に何ができるのか、市民もどういう形で関われるのかを探る趣旨

だったと思います。そういうことからマイナス面でばかりではなくて、海津が誇るべ

きこと、プラスの面も拾い出す必要があります。そして積極面、プラス面を大きく伸

ばしていく、育てていくことが必要ではないでしょうか。 

・ （ワークショップで）保守的だ、閉鎖的だという意見が出てきましたが、逆に言えば、

お節介な人がいる、また、人情が厚い地域とも捉えられなくはないです。そういう部

分をどうやって活かしていくのか考えていくことも良いと思います。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、事務連絡をさせていただきます。 
 

＜事務連絡＞ 

 

質問などありましたらお願いします。 

 

スケジュール案の中に地域事例紹介がありましたが、これは事務局で用意していただける

のですか。 
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事務局 
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事務局 

 

 

 

 

準備は事務局でさせていただきますが、事例紹介を出すにあたって、行政が取り組んでい

る事例よりも、市民が主体的に関わっている事例を出したいと考えています。内容は、分

科会で人口流出の要因や課題を探る中で、皆さんの関心が高く、かつ、市民主体の取り組

みがあれば紹介、もしくは講師の派遣を依頼していきたいと思っています。 

 

事例紹介の件ですが、例えば、海津のお祭りの実行委員の若い方や子育て支援のボランテ

ィアをやっている方に話しを聞いてはどうでしょうか。また、海津明誠高校にお願いして、

生徒が通学とか困っていることについて話を聞くなど、生の声を聞くための事例紹介をお

願いしたいと思います。 

 

ただいまのご意見は、ご提案になるかと思います。スケジュール案の具体的な調査・検討

の時期に、各種団体との意見交換会を考えております。これが、分科会の方向性が決まる

前に行ったほうが良いのであれば、年内実施も考えていきたいと思います。あらためまし

て、分科会の中で意見交換会の相手や時期など、協議して決めていただければと思います。

 

過去に、小学生や中学生のワークショップで提案された事や、以前のまちづくり委員会の

分科会において提案されたことなどについて資料を出していただき、今後の議論につなげ

ていただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

過去のワークショップやまちづくり提案などは、市報やホームページで公開しておりま

す。ＫＪ法などで議論された資料であれば、次回にでもご紹介させていただくことができ

ますので参考にしていただければと思います。 

 

それでは、大変長時間にわたりまして、ご協議をいただきまして誠にありがとうございま

した。 

以上をもちまして海津市まちづくり委員会「第２回ふるさと定住促進検討分科会」を終了

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


